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福島県森林域の空間線量率及び立木放射性セシウム濃度の経時変化 

 

○山村充，氏家亨，井上美那，赤間亮夫（国土防災技術㈱）    

1. はじめに 

 福島県では森林域を対象に空間線量率及び立木放射性セシウム濃度のモニタリング調査が継続されている。

本稿では 2013 年度以降の調査結果から，①空間線量率の推移，②空間線量率のバックグラウンド，③立木放

射性セシウム濃度について報告する。 

 

2. 調査概要 

 福島県内の森林域において約 1,000 箇所を選定し，各箇所で 10 m×10 m 四方内の 5 地点について地上高

1m に CsI(Tl)シンチレーション式検出器を設置して 3 回計測を行い，それらの平均値を調査箇所の空間線量

率として採用した。 

また，各年度で約 80 箇所において空間線量率を計測した中心箇所付近の立木針葉樹（スギ・ヒノキ・アカ

マツ）を箇所あたり１本伐倒して部位別に試料を採取した。採取した部位別試料は，ゲルマニウム半導体検出

器にて放射性セシウム濃度を分析した。 

 

3.  結果 

3.1 空間線量率の推移 

 モニタリングを実施した 2013～2021 年度の結果から，福島県内の

森林域における 2013 年度以降の空間線量率は，概ね放射性セシウムの

物理学的減衰に従って低減する傾向を示した。 

3.2 森林域空間線量率バックグラウンド 

 空間線量率と地表面蓄積量の間では強い正相関が認められている

（図 1）。蓄積量の低い箇所では，空間線量率が概ね 0.03 µSv/h 程度で安定して推移していた。この値は福島

県森林域における自然放射線由来の空間線量率，いわゆるバックグラウンド値を反映する可能性が示唆される。 

3.3 立木放射性セシウム濃度 

 昨年に引き続き，スギ，ヒノキ，アカマツの内樹皮濃度は，樹種によらず概ね辺材の約 10 倍の濃度となる

傾向が認められた。立木放射性セシウム濃度の指標の一つとして，図 2 に辺材/心材濃度比の推移を示す。ス

ギの濃度（辺材/心材）比は 2014 年度から概ね 1 を下回り，2017 年度以降は 0.5 程度で推移した（図 2 左）。

ヒノキの濃度比は大局的には 2019 年度にかけて低下し，2021 年度時点では概ね 1 であった（図 2 中）。アカ

マツの濃度比は当初から大きな変化は認められなかった（図 2 右）。 
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Time series change of air dose rates and radioactive cesium concentrations in the forest of Fukushima prefecture.
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図 2 スギ，ヒノキ，アカマツの辺材－心材の放射性セシウム濃度比の経時変化 

最大値

最小値

75 ％
50 ％
25 ％

図 1 空間線量率と地表面蓄積量の関係
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